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要　 　 　 約

本県における ト ウ キ栽培は， 生産者や栽培年次の違いによ り 単収が不安定であ り ， その原因と し

て生育特性情報の不足が挙げら れる ． そこ で， 本県において 3 ヶ 年（ H28～ H30） の栽培試験によ

る 生育特性を 調査し た結果， 苗の定植時期と その後の十分な降水量等が根の大き さ と 重量に影響す

る こ と が示唆さ れた． ま た， 本県に適し た 苗の定植時期及び収穫時期を 確認する た め比較試験を

3 ヶ 年（ H30～ R 2 ） 実施し た結果， 苗の定植時期は11月， 収穫時期は翌年の11月下旬が最も 多収

量であ っ た． こ の結果を 掲載し た栽培マニュ アルによ り ， 県内のト ウ キ生産者が持続的に多収量を

得ら れる よ う 支援する ．

Summa ry

In…T oyam a…Prefecture,…the…cultiv ation…of…Angelica acutiloba…has…been…unstable…in…term s…of…

yield…due…to…dif ferences…in…grow ers…and…years…of…cultivation,…w hich…is…attributed…to…the…lack…of…

inform ation…on…grow th…characteristics.…Therefore,…w e…investigated…grow th…characteristics…for…three…

years…in…this…prefecture.…T he…results…suggest…that…the…planting…tim e…of…seedlings…and…suf ficient…

rainfall…after…planting…af fect…root…size…and…w eight.…In…addition,…com parative…tests…have…been…carried…

out…for…three…years…to…confirm …the…planting…tim e…of…the…seedling s…and…the…harvesting…tim e…of…

the…roots…that…are…suitable…for…this…prefecture.…The…results…show ed…that…the…highest…yields…w ere…

obtained…w hen…the…seedling s…w ere…planted…in…Novem ber…and…w hen…the…roots…w ere…harvested…

in…late…Novem ber…of…the…follow ing…year.…By…using…the…cultivation…m anual…containing…the…results…

of…this…study,…w e…aim …to…help…A .…acutiloba…farm ers…in…this…prefecture…to…achieve…high…yields…on…a…

sustainable…basis.
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緒　 　 言

第十八改正日本薬局方 1 ） に おい て， 生薬「 当帰

（ ト ウ キ）」 は「 ト ウ キ…Angelica acutiloba…Kitagaw a…

又 は ホ ッ カ イ ト ウ キ …Angelica acutiloba…Kitagaw a…

var.…sugiyamae…Hikino…の根を ， 通例， 湯通し し た も

のである 」 と 規定さ れ， 貧血， 冷え症など の婦人科疾

患に用いら れる 漢方処方を はじ めと し て， 強壮， 鎮

静， 鎮痛等の作用を 期待し て 多く の処方に配合さ れ

る ． 日本漢方生薬製剤協会（ 以下，「 日漢協」） によ

る 令和元年度及び 2 年度の使用量調査 2 ） においては，

当帰の年間使用量約916ト ン のう ち国産品は約…238…ト

ン （ 約26％） にすぎ な い（ 各年度の平均値）． ま た，

平成24年度， 日漢協の加盟会社が国内生産の拡大を 望

む品目と し て当帰が選定さ れており ， それ以降， 国内

各地で生産量は増加し たが， 本県における 生産量は平

成22年度の930…kg…から 減少し ， 本研究に着手する 直

前の平成27年度には232…kg…と なっ ていた…． その主な

原因は， 経験豊富な生産者の高齢化に伴う 担い手不在

に加え， 経験の浅い生産者では目標単収が得ら れず定

着に至ら ないケース が多いこ と が挙げら れる ． 従来の

栽培マニュ アルでは多収量を 得る ための重要なポイ ン
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ト の記載が不十分で， 実際の栽培比較試験データ や写

真の掲載によ り 新規生産者でも 分かり やすいマニュ ア

ルが必要である ．

そこ で， 国立研究開発法人農業・ 食品産業技術総合

研究機構（ 以下，「 農研機構」） が代表機関と なっ て平

成28年度から 開始さ れた農林水産省委託プロ ジェ ク ト

研究「 薬用作物の国内生産拡大に向けた技術の開発」

に本県も 参画し ， 課題名「 本州以南における ト ウ キの

栽培適性の解明と 持続的栽培技術の開発」 の中で本県

の気候に適し た持続的な生産技術の確立に向けて 5 年

間取り 組んだ． 本課題では， 生薬の収量及び品質に影

響を 及ぼす生育特性情報や栽培上の問題点等を 収集

し ， 各地域の環境に応じ た栽培技術を 確立する た め，

本州以南の10地域で栽培試験が実施さ れ， その成果と

し て井上ら によ り 「 ト ウ キ収穫適期推定プロ グラ ム 」

が開発さ れた 3 ）． …

本報では本県で実施し た試験の成績について報告す

る ． なお、 プロ ジェ ク ト 全体で設定さ れたト ウ キの目

標単収は， 250…kg/10…aである ．

実験方法

1 ． 富山県における 3 ヶ 年の栽培試験による生育特性

1 -1 　 栽培試験地

薬用植物指導セン タ ー（ 中新川郡上市町広野）

標高： 62…m

土質： …洪積台地で黒色を 帯びた壌土～埴壌土…

（ 黒ボク 土）

1 -2 　 植物材料

国立研究開発法人医薬基盤・ 健康・ 栄養研究所薬

用植物資源研究セ ン タ ー（ 以下，「 医薬健栄研」）

北海道研究部で育苗さ れた 苗を 用いた． 平成28年

及び29年度は圃場生産苗（ 慣行苗， 根頭径： 約…5 …

m m ）， 平成30年度はペーパーポッ ト 苗（ PP苗， 根

頭径： 約…3 …m m ）． …

1 -3 　 栽培方法

ア　 施肥

基肥と し て， IB化成S 1 号（ 10-10-10）…100…kg/…

10…a， 苦土石灰…100…kg/10…a…を 全層散布し た．

イ 　 栽植密度

株間30…cm ， 条間70…cm ， １ 条植え

ウ 　 苗の定植及び収穫

年度 苗の定植日 収穫日

H28 6/12 10/28

H29 5/9 10/31

H30 4/27 10/26

1 -4 　 調査

各年度 8 月下旬に， 生存株数及び地上部の生育

（ 葉柄を 含む最大葉長， 葉数） を 調査し た． 上記の

収穫日に10～12株を 収穫後， 水で洗後し ， 地上部と

地下部を 切り 分け， 根長， 根頭径（ 長径及び短径

の平均（ m m ）） を 測定し ， 地下部重量（ FW） 及び

地上部重量（ FW） を 計量し た． 計量後， それぞれ

80℃で72時間又は恒量に達する ま で乾燥し ， 地下部

及び地上部の乾燥重量（ DW） を 求めた． …

2 ． 富山県における定植時期及び収穫時期の検討

2 -1 　 栽培試験地

前項「 1 -1 　 栽培試験地」 と 同様．

2 -2 　 植物材料及び栽培方法

栽培年度ご と の概要は次のと おり ． 施肥について

は，「 1 -3 　 栽培方法」 と 同様．

年度 苗 定植 収穫 マルチ 栽植密度

H30

医薬健栄研
PP苗
根頭径：
約…3…m m

4/27 10/26

なし
1条，
株間： 30…cm ，
条間： 70…cm

4/27 12/11

当セン タ ー
慣行苗
根頭径：
約…6…m m

4/20 10/26

4/20 12/11

R1

当セン タ ー
慣行苗
根頭径：
約…5…m m

H30
11/20

11/1

白黒

2条チド リ ，
株間： 30…cm ，
条間： 40…cm ，
畝間： 170…cm

11/26

4/12 11/1

11/26
4/23

5/9

R2

当セン タ ー
慣行苗
根頭径：
約…6…m m

R1
11/18

10/31
黒

白黒

12/2
黒

4/7
10/31

12/2 白黒

4/21
10/31

12/2
5/8

2 -3 　 調査

「 1 -4 　 調査」 と 同様に各試験区から 12株を 収

穫し ， 調査し た．

3 ． 生薬ト ウキ（ 当帰） 試作品の品質評価

3 -1 　 生薬への調製加工

「 2 -2 　 植物材料及び栽培方法」 におけ る 定植

日が 平成30年11月20日で， 収穫日が 令和元年11月
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26日の試験区（ 白黒マルチ） の株（「 2 -3 　 調査」

で収穫し た株と は別の株） を 収穫後， 根を 洗浄せず

葉を 付けたま ま 風通し の良い日陰でハサ掛け乾燥し

た． 令和 2 年 3 月 2 日， 葉及び葉柄基部を 除去し ，

70℃の湯に30分浸漬し ， 湯も み洗いを 実施し た後，

自然乾燥し た．

3 -2 　 日本薬局方に基づく 品質評価

得ら れた 生薬について， 医薬健栄研北海道研究

部において， 第十七改正日本薬局方 4 ）（ 以下「 日局

17」） に従い， 灰分， 酸不溶性灰分， エキ ス 含量及

び乾燥減量の各試験を 実施し た．

3 -3 　 性状評価

令和 2 年 2 月14日， 医薬健栄研が開催し た「 当帰

の品質に関する 意見交換会」 において ， 複数の生薬

関連企業の専門家 8 名から 形， 色， 香り 等の性状に

ついて評価を 受けた． 各評価者の評価結果を ， 優：

3 ， 良： 2 ， 可： 1 ， 不可： 0 と し て点数化し ， 8

名の平均値を 評価点と し た．

結果及び考察

1 ． 富山県における 3 ヶ 年の栽培試験による生育特性

各年度の結果を 表１ に示す．

⑴　 平成28年度

8月末調査（ 8 /29） において， 生存率が57％（ 30

株のう ち生存は17株） と 低く ， 生存し た株でも 生育

量（ 葉長及び葉数） は少な かっ た ． 10月末の収穫

調査においても 生育は悪く ， 単収は20…kg/10…aと な

り ， 目標単収（ 250…kg/10…a） の 8 ％であ っ た． そ

の原因と し て， プロ ジェ ク ト 開始時期の都合によ り

苗の定植が 6 月12日と なり ， 富山県で推奨し ている

従来の定植適期（ 4 月） から 約 2 ヶ 月遅れた た め，

正常に活着し なかっ たこ と と 栽培日数が少なかっ た

こ と が考えら れた．

⑵　 平成29年度

8月末調査（ 8 /29） において， 生存率が90％（ 40

株のう ち生存は36株， 前年＋33％） で， 生育量（ 葉

長及び葉数） は前年の 2 倍近く と なっ た． 10月末の

収穫調査においては， 特に根頭径が43…m m で前年の

2.7倍と な り ， 地下部の重量は46…g/株で前年の10倍

以上と な り ， 単収は218…kg/10…aと な っ た． 前年よ

り 生育量が増加し た主な要因は， 定植日が約 1 ヶ 月

早く なり ， 活着が良好で生育期間が確保でき たこ と

である と 考えら れた．

⑶　 平成30年度

前年よ り さ ら に生育及び収量の増加を 期待し て定

植日を ， 前年よ り 12日早い 4 月27日と し た． し か

し ， 8 月末調査（ 8 /31） において， 生存率は76％

（ 127株のう ち 生存は96株， 前年－14％） で， 葉長

及び葉数も 前年よ り 減少し た ． 10月末の収穫調査に

おいては， 根長は239…m m でやや減少し ， 根頭径は

29…m m で， 前年の67％に減少し た． 単収は77…kg/10…

aと 大き く 減少し た（ 前年の35％）． こ の原因と し て

は， 7 月 9 日の梅雨明け以降ま と ま っ た雨が約 1 ヶ

月降ら ず， 平年よ り 高い気温の日が続いたこ と が考

えら れた． 5 ～10月の積算気温では前年よ り やや高

い程度であ っ た が，「 7 ～ 9 月の日平均気温25℃以

上の積算気温」 は前年よ り かなり 高かっ たこ と から

も ， 夏期の高温が生育阻害の原因と なる こ と が推察

さ れた． ま た， 苗が前年よ り 小さ かっ たこ と や， 定

植後から 5 日間無降雨によ る 活着不良も 考えら れた

（ 前年は定植の翌日及び翌々日に降雨あり ）．

⑷　 各年度の栽培日数と 収量の関係について

3ヶ 年の試験結果において10月末を 収穫日と し て

固定し た時の， 苗の定植時期（ 栽培日数） と 収量の

関係については， 日数に比例し て収量が増加する こ

と が予想さ れたが、 そのよ う な結果は得ら れなかっ

た． その原因と し て 、 平成30年度の生育不良が影響

し たこ と 考えら れた．

表 1 　 平成28～30年度のト ウキの収量及び積算気温等

※生存率（％）：生存株数／苗の定植株数×100 
※積算気温は、気象庁アメダスデータ（富山市石坂）を使用 
※乾物収量は、4,762株/10 a で算出した理論値 

生存
率

（％）

最大
葉長
（mm）

葉数
（枚）

根長
（mm）

根頭径
（mm）

全草
FW
（g）

地下部
DW

（g/株）

乾物収量
（kg/10 a）

H28 6/12 10/28 138 57 144 8.3 141 16 31 4.2 20 4134 123

H29 5/9 10/31 175 90 281 15.2 273 43 349 46 218 4005 118

H30 4/27 10/26 182 76 228 6.2 239 29 138 16 77 4137 207

収穫日定植日年度
5～10月
積算気温

（℃）

7～9月の
日平均気温25℃

以上の積算
（℃）

調査【8月下旬】 調査【10月下旬】
栽培
日数
（日）
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図 1 　 苗の定植時期の違いによる根重及び生育株率の変化（ 左： R 1 年度， 右： 令和 2 年度）

図 2 　 収穫時期の違いによる根重の変化（ H 30） 図 3 　 収穫時期の違いによる根重の変化（ R 1 ）

図 4 　 収穫時期の違いによる根重の変化（ R 2 ）
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2 ． 富山県における定植時期及び収穫時期の検討

⑴　 苗の定植時期の違いによる根重及び生存率の変

化

令和元年度及び 2 年度に実施し た比較試験の結果

を 図 1 に示す． 令和元年度は， 定植日を 前年11月20

日， 当年 4 月12日， 4 月23日， 5 月 9 日と 変化さ せ，

収穫日を 11月26日に固定し たと こ ろ ， 定植日が遅く

なる ほど 乾燥根重及び生存率が減少し た． 一方， 令

和 2 年度は， 定植日が遅く なる につれて乾燥根重が

減少する と いう 結果は前年度と 同じ であっ たが， 前

年度は生存率が激減し た 5 月の定植でも 生存率はほ

と んど 減少し なかっ た ． こ の理由は， 5 月の定植後

の降水や 7 月の雨天が多かっ た こ と によ り 活着と

その後の生育が良好と なっ たためである と 考えら れ

た．

⑵　 収穫時期の違いによる根重の変化

平成30～令和 2 年度ま での 3 ヶ 年の結果を 図 2 ～

4 に示す． ま た， 平成30年度に収穫し たト ウ キの生

育状況の写真を 図 5 に示す． 3 ヶ 年全て において，

ど の時期に定植し た試験区でも 収穫時期を 遅く する

こ と によ り 乾燥根重が増加し た ． ト ウ キの収穫は積

雪前に行う 必要がある が， でき る 限り 遅い方が収量

面では有利である ． 平年では12月上旬に積雪する こ

と が多いため， 推奨する 収穫時期は「 平野部では11

月下旬」 が良いと 考えら れたが， 産地の状況によ り

調整する 必要がある ．

⑶　 単收（ 理論値） に基づく 最適な定植及び収穫時

期

令和元年度及び 2 年度の各試験区について ， 生存

率と 乾燥根重から 求めた 理論上の単收（ kg/10…a）

を 図 6 に示す． 2 ヶ 年の結果はいずれも 同じ 傾向が

見ら れ， 苗の定植時期は11月で， 翌年の11月下旬に

収穫する 方法が最も 多収量と な っ た． こ の方法の

試験区では単収が約500…kg/10…aで， 目標単収（ 250…

図 5 　 異なる時期に収穫し たト ウキの生育（ H 30）

※苗の定植日： H 30年 4 /28

図 6 　 定植時期及び収穫時期を変化さ せた各試験区の単収量（ R 1 ，R 2 ）
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kg/10…a） の 約 2 倍 で あ っ た． 4 月 に 定 植 し ， 11

月下旬に収穫する 方法でも 単収は約400…kg/10…aと

なっ たが， 定植が遅れる ほど 単収は減少し た ． 11月

に定植でき ない場合は遅く ても 4 月上旬に定植が完

了でき る よ う 計画する 必要がある と 考えら れた．

ま た， マルチ資材については， 生薬の形状に悪影

響を 及ぼすと の指摘も あ る が， 詳細は不明であ る ．

本県では雑草害によ る 減収事例も ある ため， 夏期の

高温障害対策にも なる 白黒マルチの被覆を 推奨し て

いる ． し かし 白黒マルチは黒マルチよ り 高額である

（ 黒マルチ： 約 1 万円/10…a， 白黒マルチ： 約1.6万

円/10…a）． 苗を 11月に定植し た場合， 翌年春の初期

生育が良好で， 夏期の暑く なる 前に葉が畦を 日陰に

する ほど 繁茂する ため， 黒マルチでも 高温障害が生

じ ないこ と が期待でき る ． そこ で令和 2 年度には，

11月定植し ， 翌年12月 2 日に収穫する 栽培において

白黒マルチと 黒マルチを 比較し た． その結果， 黒マ

ルチでも 夏期の高温で枯死する こ と なく ， 白黒マル

チよ り 多収量であっ た．

3 ． 生薬ト ウキ（ 当帰） 試作品の品質評価

⑴　 調製加工し た生薬

得ら れた生薬ト ウ キ試作品を 図 7 に示す．

⑵　 日本薬局方に基づく 品質評価

各試験の結果は次のと おり であり ， 日局17の規格

に適合し た（ 日局17の医薬品各条「 ト ウ キ」 には乾

燥減量の規定なし ）．

項目 結果 日局17の規格

灰分 5.7％ 7.0％以下

酸不溶性灰分 0.3％ 1.0％以下

エキス 含量
（ 希エタ ノ ールエキス ）

54.1％ 35.0％以上

乾燥減量 12.5％ ―

⑶　 性状評価

評価点（ 8 名の評価結果の平均値） は2.3であ り ，

良好な生薬である と 評価さ れた ． 評価者のコ メ ン ト

と し て，「 主根が太い」，「 質感・ 風味が優良」 等の

プラ ス 評価が多かっ たが， 一方で「 香り や甘味が少

し 弱い」 と のコ メ ン ト も あり ， 栽培法及び調製加工

法の検討や優良系統の選抜等によ り 改善の余地があ

る と 考えら れた． ま た， 生薬の性状に対する マルチ

栽培の悪影響が懸念さ れたが， 白黒マルチを 使用し

た本試作品は全く 問題がなかっ たこ と から ， 品質面

においても マルチを 使用し た秋植え栽培が推奨でき

る と 考えら れた．

ま と め

今回得ら れた結果は， 農林水産省委託プロ ジェ ク ト

研究「 薬用作物の国内生産拡大に向けた技術の開発」

の成果と し て， 栽培マニュ アル 2 冊 5 ） ,…6 ） の作成に活

用さ れている ． 本県と し ては， 県及び（ 一社） 富山県

農業会議が共同発行し た「 中山間地域の特産農作物栽

培の手引き 7 ）」 にト ウ キの栽培法を 掲載し た． 令和 3

年度， 産地（ 小矢部市） においても 11月定植が導入さ

れた 結果， 4 月植えで栽培さ れた 前年度は200…kg/10…

aであっ た単収が， 翌年度は秋植えによ り 244…kg/10…a

に増加し ， 増収効果が実証さ れた． 今後はさ ら に普及

活動に活かし ， 新規生産者も 目標収量が安定し て得ら

れる よ う 生産振興に努めたい．
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